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2002"'-'2006年度まで 5年間に行った「数学・理科に関する口頭発表能力の育成jの成果の上、さらに国際

社会で発信する能力を伸ばしていくことを念頭においたカジキュラム研究を進めることになった。本稿では、

l年目の取り組みの概要を振り返る。

キーワード:科学的、発信、カリキュラム、教材

1.新たな研究プロジェクトについて

1.1研究テーマ

本校は、今年度より新 SSH研究校に指定され、新

たに以下の自標を設けた。

(1)サイエンス・コミュニケーション能力を育成する

少人数学習の研究と実践。

(2)国際科学五輪など、世界を視野に入れた生徒の自

主的研究・交流活動の支援。

(3)科学者・技術者に必要な幅広い科学的リテラシー

を育てるプログラムの実施。

(4)先端技術・研究の成果を活かした授業の普及と次

世代SSH教員の養成。

(5)中高一貫SSHの完成に向け、中学に重点を置いた

カリキュラム・教材の開発。

以上の SSH全体目標と関連して、英語科では次のよ

うな目標(2007年度から 5年間計画)を立てた。

英語科は、科学的内容の教材開発とカリキュラム研

究、その成果を口頭発表する能力の養成と科学的リテ

ラシーの育成を研究の自標にする。 (1)の「サイエン

ス・コミュニケーケーション能力を育成する少人数学

習の研究と実践Jと関係して、科学的教材や論文など

を活用して生徒のプレゼンテーション能力の育成をは

かる。 (5)の「中高一貫SSHの完成に向け中学に重点

を置いたカリキュラム・教材の開発j と関係して、英

語科で従来進めてきた中高一貫の6ヵ年のシラパスを

発展させる。 (3)の「科学者・技術者に必要な幅広い科

学的リテラシーを育てるプログラムの実施Jに関係し

て、講演やワークショップを実施する。

5年計画の 1年百である今年は、(1)の「サイエンス・

コミュニケーケーション能力を育成する少人数学習の

研究と実践j と関係して、科学的教材や論文などを活

用して生徒のプレゼンテーション能力の育成をはかる、

を主眼とした。本稿は、その実践報告である。

To Further Develop Students' Oral Presentation Skills for Math and Science (1) 
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1.2授業構成とシラパス

本校は中学各学年3クラス、高校各学年4クラスと

小規模校なので、各学年の主担当者が 3時間、高iJ担当

者が 1時間持つ場合が多い。具体的には、教科書+TT

とLLか、教科書+LLとTTに分かれるのが普通であ

る。ちなみに、高校 1年は英語 1(3時間)とオーラル・

コミュニケーション 1(2時間)1こ分かれる。

し1すぷれにしても、それぞれの担当者が学年の全クラ

スを受け持つので、統一テストでの調整に悩む必要が

なく、それぞれの担当者の持ち味で、授業を進めてい

くことができる。ただし、個々の教員の方向性がバラ

バラにならないように、共通理解、ガイドラインが必

要になる。それが数年前から英語科で構築しようとし

ているシラパスである。スピーキングのシラパス例を

次に示す。

く基礎期:中学1・2年>

・倍々の発音・連音・ジズム・イントネーション(基本)

・つづりと発音の関係(フォニックス)

・絵や物をヒントにした oralreproduction (show & 
tell， story telling， etc) 

・身近な事柄を英語で説明(自己紹介など)

く実践期:中学3年・高校1年>

・リズム・イントネーションの効果的な使い方(応

m) 
・さまざまな形式による口頭発表 (recitation，speech， 

skit， etc) 

・より内容のある事柄を英語で伝える(体験談、興味

のあることの説明等)

く発展期高 2・3年>

・より高度な内容を英語で伝える

-自分の考えを相手に正確に伝える

-意見交換を行う (discussion，debate) 

(~筑波大学附j議駒場論集』第 45 集(2005))

相当に大まかなシラパスであることは否めない。し

かし、英語科の場合、教科書が変われば、扱う内容も

変化があったり、導入する文法項目も多少移動があっ

たりする。このことを考えると、大まかなガイドライ

ンを共通理解にしていることがむしろ重要である、と

言えるのではないだろう為、

2.具体的な取り組み

2.1中学1年生 (61期生)担当:末間敏明

2. 1. 1.プレゼンテーションの基本としてのモノロー

グ

中学 1年生に入学してすぐの時期から、ほとんど毎

回の授業の中で、人前で英語を話すモノローグ形式の

練習をさせている。ある程度内容のある英語の文章を

開き手に語り聞かせる練習を、少しずつでも継続的に

行うことが、やがて本格的なプレゼンテーションをす

る土台となると考えている。

2.1.2.教科書本文をそのまま抜き出す

教科書の本文は会話体が多く、モノローグ形式の活

動にはー適していない諜が多いが、中にはそのまま使え

る箆所もある。

1 have a ball in my bag. This is the ball. 1 like 

football very much. 

1 often play it. (λ(EWCRO~予汎1.Lesson 3) 

この程度の長さの文章を暗記してクラスメートの前

で話させる。文の数が少ないと内容が乏しくなるが、

多すぎると暗記の負担が大きくなる。中学1年生では、

3'""4文程度の文章が適している。

2.1.2.本文の対話をモノローグに書き換えて

毎回の授業で同様の活動をさせるには、本文が会話

体の場合には、それをモノローグに書き換えてから暗

唱させる。

Paul:This is my sister， Nancy. 

I{UlW":V¥もatis she doing? 

Paul: She's working at a hospital near her high 

school. 

Kumi:Is she a nurse? 

Paul:No， she isn't. She's a candy striper. 

I{unn"ι":W市ha抗t?

Paul:She's a volunteer. She helps the nurses. 

(NEWCRO防ヲV.Engush Series， Lesson 7) 

たとえば、このような諜の場合は、次のようなモノロ

ーグに書き換える。

This is血ysister， Nancy. She's working at a 
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hospital near her high school. 

She's a candy striper. She helps the nurses. 

2.1.4. 内容を自分に合わせて書き換える

さらに、モノローグの内容を自分に合わせて少し書

き換えてから暗唱させれば、ミニ・スピーチとでも言

えるような活動になる。たとえば最初のモノローグ

を次のように書き換えた生徒がし 1た。

This is my soccer ball. 1 like soccer very m uch. 

1 play it after school. 

わずか3文ではあるが、まとまった内容を持つ文章に

なっている。このような文書を開き手に語り聞かせる

ことは、プレゼンテーション能力の基礎作りのために

非常に有効な活動で、ある。

2.2中学2年生 (60期生)担当:鈴木文子
この学年は加藤が教科書十LL(3)、鈴木が TT(l)であ

る。中学 1年次より、この期のTTの時間では、 Letき

Go (Oxford Univ. Press)を利用することで、発表活動

を行いながら、文法事項を導入してきた。 1年次で現

在形と未来表現、 2年次で過去形と現在完了形を導入

した。週 1自の授業なので欲張らず、基本事項を頭で

なく身体で覚えさせ、学期の後半にはその文法項呂を

活用した発表活動をさせ、 ALTと評価し，また最終回

には典型的な誤りを抽出するなどして、フィードパッ

クを千子っている。

次は、今学期学習した「現在完了形j を利用して、

自分の体験をクラスで発表させたものの例である。最

低 5回、完了形を用いるように指示し、発表させた。

原稿には、まだ文法的なミスも散見されるが、こうい

う点を最後のフィードバックの時間に AETと協力し

て修正し定著させるのがねらいである。

1 have never traveled abroad. 1 have been白

J apan since 1 was born. 1 have visited HokJ玉aido，

Kyoto， N agano and so on. 

When 1 visited Hokkaido three years ago， 1 got on 

a plane for the五rsttime in my註fe.

If 1 visit somewhere， 1 want to visit Switzerland. 

1 have seen the beautiful scene in J apan， but never 

seen it in foreign countries. Mostly， German is 

spoken in Switzerland. 1 have never learned it， 

but 1 want to study it sometime. 1 don't know 

w hen and w here 1 go abroad for the五rsttime. But 

if 1 visit Switzerland. 1 will have a meal and see a 

scene dtu'ing the trip. (生徒の原稿のまま)

2.3 中学2年生(59期生) [昨年度]担当:八宮孝夫

2. 3. 1はじめに

本来は、今年度中学3年生の実践を紹介すべきであ

るが、寺田iこTTを担当してもらい、筆者は教科書 2

時間十LLl時間を担当している。時間的に、発表活動

に広げるのが厳しいこと、59期中学3年の実践は他の

担当者が扱っていること、を踏まえて、昨年度と一昨

年度の 59期生の発表活動を概観することにする。

2.3.2中学1年次の活動

入門織の 1ヵ月半くらい、文を使用せずに絵を用

いて音声中心の授業をした。テストも 5閃0点は}聴!聴j恵恵き取

つて記号号‘や絵に示してi毘E答答占するi問主鵠号題と発表活甜動jで

した。

: (米国の 1ドノレ紙幣(畿にリンカ

ンの顔、裂にリンカン記念堂のあるもの)を拡大コ

ピーした物を手に持って以下を紹介。

This is a bill. This is an American bill. This is 

a man. And this is a building. Who is the man? 

He is Mr. Lincoln and the building is the Lincoln 

Memorial. 

2学期:基礎的な音声トレーニングの継続(rリズム

と英語J(94年度『基礎英語 1~でやっていたもの)

を用いたり、 nurseryrhymesを用いてリズムトレー

ニング。現在進行形、過去進行形、過去形の導入。

2学期の発表活動:授業で、扱ったPeterRabbitの挿

絵を使って、過去形の導入をしつつ、 story

reprod uctionを行った (2005年度公開授業)。

3学j羽:未来形、現在形の導入(現在形は過去、現

在の進行、未来すべて含む時制だから後回しになる)。

曜日や月名の由来、太陽系惑星の名前とのとの関係な

どを扱う。

3学期の発表活動:自分の名前の由来、意味を英語

で紹介する。

2.3.3中学2年次の活動

1学期にオーストラリアについて扱い、比較級・最

上級を導入。 Atthe Zoo Iこて受身の導入。自主教材

JohnManj立oにて不定詞の導入。
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1学期の発表活動:東京地域研究を英語で、グループρ

発表(担当者の責任の所在がはっきりせず、あまり

うまく行かすっ

2学期:(埼玉県からの長期研修教員が担当)1学期

に導入した項目を教科書の題材を使用しながら復習。

インドの文化、カンボジアの地雷、資源のジサイクル

などについて扱う。新項告としては動名認。

2学期の発表活動:し、ろいろな国を扱ったことから、

教科書の例に倣って、印象深い街を英語で紹介。比

較級などを使うよう指示。

3学期:I日課程の教材KonradLorenzにて現在完了

形導入。 Thisis the house that Jack b山ltの階調練習

をきっかけに、関係代名詞 thatを導入。自主教材

Mujina で1~~1係代名前 who， which、LafcadioHearn 

についても紹介し、更にwhoの復習。

3学Wjの発表活動:Hearnを紹介したことを踏まえ

て、好きな人物を英語で紹介。

次に生徒の原稿例を紹介する。

This is the man whose face is on a thousand-yen 

bill. His name is Hideyo Noguchi. 

Hideyo was born on 1876 in Fl也ushima

prefecture near the 1nawashiro Lake. 

When he was one year old， he fe11 into an open 

hearth and burned his 1eft hand. 80 he got 

operated and decided to be a doctor. 

1n 1897， he became a doctor. Then he 1eft for 

America and studied many things: poison of a snake， 

syphilis， ye110w fever， etc. 

His death came on 1928， in Ghana. He died for 

yellow fever. He gave all his凶efor improvement 
ofmedia1 science. (生徒の原稿のまま)

2.3.4 中学3年になってからの活動

発表活動は、寺田の授業を中心に行っているが、筆

者も時間が許す範囲で各学期lこ、 recitationを行って

いる 0

1学蛾は文法的には完了形の応用として mayhave 

+過去分調、使役動部make、感覚動詞see+O十'"'"'mg

などの第 5文型に属する文型を扱った。話題は

Tanzania， 8adakoと自主教材ギリシャ神話 Theseus

and the Minotalu・0

1学期の発表活動:ギジシ'ヤ神話の一節を朗読する。

2学期、 9月は教育実習生が MartinLuther King 

を扱った。関係代名詞は2年次で導入したので、内容

中心に行い、 I狂avea Dreamの一部を暗請させた0

10丹以降は自主教材BlackCatで少し描写の細かい

ミステリーに挑戦した。扱った文法事項は、 with+ 0 

十~などである。

2学期の発表活動:Kingのスピーチを発表。

以上、 59期生の実践を報告してきたが、 88Hに関す

る、科学的教材をまだ開発できていない。これが今後

の課題である。

2.4 中学3年(59期生) 担当:寺田恵一

筆者は、 ALTとのティームティーチングを逓一回担

当している。 1，2学期はそれぞれ学期の終わりに全

員にスピーチを行わせた。 1学期のテーマは「東北地

域研究」で、 2学期のテーマは「日本の伝統的な文化

の紹介jである。授業ではスピーチの準備以外に、平

易な英字新開 Catcha ~予知re (浜島書庖)などのリーデ

イング教材などを使用して、語葉力や読解力の向上も

はかった。

2.4.1 1学期のスピーチ

毎年、中学3年生は5月の中旬に総合学習として東

北地域研究に取り組む。斑毎にテーマを決めて、見学

やインタヒ、、ューを行し1調査する。この研究の成果を、

1学期末に各班がパワーポイントを使って口頭発表し、

それを報告書にまとめる。

英語のスピーチでは、東北地域研究で体験したこと

を絵・写真・実物などを使って、 1，2分間話させた。

事前に原稿を提出させ添削して返却し、さらにスピー

チの終了後に清書原稿を提出させた。

スピーチの最中はできるだけ原稿を見ないで、聴衆

の方を見て話すように指導した。他の生徒のスピーチ

を鴎いているときは、評価表にコメントなどを簡潔に

記入させた。

スピーチに使用する語はできるだけやさしい語を用

いるように指導したが、それでも難しい語葉を使わざ

るを得ない場合もある。そのために、生徒の草稿を事

前に集めた際に、語葉の一覧表を作成して、プリント

を配付して生徒がスピーチを行う前に練習させた。

次に生徒のスピーチの例を、そのまま示す。タイト

ノレは"LocalDishes oflwate"で、ある。
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Let me tell you about our Tohoku Area Study. 

Our group's theme is ''local dishes of 1 wate." 

On the first day， we went to the restaura凶

ιYokoichi." There we had some delicious food. 

These are pictures that show what we ate. Then 

we went cycling in Tono City. There 1 had an 

incident. I've lost my hat which 1 liked. 

The next day we went to a house w hich makes 

マamadaSenbeimochi." There we made rice cakes. 
It was very interesting. 

On the third day we went to “Shichifukuya." We 

ate a lot of rice cakes， and everything was delicious. 

Before we went back to the hotel， we received a lot 

of rice cakes about 40. 

Last day， we went to Koiwai Farm. 'I¥vo of 0しIT

group and 1 played archery. I've never played it 

before， so it was worth playing. Then we played 

golf. That was a lot of fun too. 

This Tohoku Area Study brought good memory for 

me. 

2.4.2. 学期のスピーチ

2学期のスピーチのテーマは「日本の伝統的文化の

紹介」である。英語授業の目的の一つは、海外の文化

を理解し日本の文化を発信することだと筆者は考えて

いる。 2学期の授業を数回使って、インターネットや

American Customs and Traιu'tions (Longman)など

を用いて、アメリカの年中行事について読み、アメリ

カ人 ALTに説明してもらって理解を深めた。次に、

日本の年中行事について、筆者が正月や節分について

写真を活用して英語で紹介した。

生徒は1学期間様に、絵・写真・実物などを用いて

スピーチをするように指導した。聴衆が理解しやすい、

わかりやすいスピーチをするようにアドバイスした。

2.5中学 3年生(rテーマ学習j での取り組み)

担当:加藤裕司

「テーマ学習Jとは、中学3年生 123名が、通常の

教科と異なった 10ほどのテーマ別の講座にわかれ、

それぞれの興味に応じて研究・発表をする総合学習で

ある。平均 10人"'15人の生徒がそれぞれの講座を受

講する。 2007年度の開講講座には、絵巻物を読む、藤IJ

を作る、商法を科学する、剣道の昇段試験にチャレン

ジ、江戸の道を歩く、などがある。

中学 3年の英語科担当のテーマ学習で、は、 fアメリ

カのIJ，・中生の詩集に挑戦Jというテーマで、授業を

行ってきている。『英語で授業を受けてみる川、学校

編リ (TheJ apan Times)を利用して、アメリカの小・

中学生が学校で学習する語奨を少しでも多く学ぼうと

講座を設定したわけである。いろいろな科自の模擬授

業が付属 CDに録音されているが、数学・理科の授業

を受けてみることで、理数系の英語に'慣れさせようと

考えた。生徒の希望を取り入れながら開いてみること

になった授業は以下の通りである。

. :rv1ath : Fundamental Calculatiol1s 

. Geometry : ATeas of Basic Shapes 

. History : The Story of the Gold Rush 

. Earth Science : The Water Cycle 

. El1glish : Basic Grammar 

. English : Poetry 

15名の生徒がこの講座を選択している。授業の内容

は非常に易しいものだが、専門用問が次々と出てくる

ので、いきなり CDをIJおいて授業を受けるのでは聞き

取りに図難を生じる。そこで、あらかじめ、専門用語

などをリストアップしたワーク・シートで予習してか

ら路カャせることにしている。

テストによる評価は行っていない。生徒が少しでも

してくれればそれで十分だと考えているか

らである。こういった語葉が、英語で科学・数学関係

のプレゼンテーションを行うときの基礎になることは

間違いないだろう。

次に、Areasof Basic ShapesとTheWater Cycle 

のスクリプトの一部を引用する。

(1) Areas ofBasic Shapes 

What about triangles? If we p1ay around with it， 

we can discover how the rule to find the area of a 

triangle a1so comes 台omthe rule for a rectangle. 

Al1d just what is a triangle? Liliana? Yes， it is any 

shape with three straight sides. What does its l1ame 

meal1? Omar? Yes， tri means three， so three angles. 

If you create a closed shape with three angles， or 

corners， you will fil1d that it must have three sides 

and may not have more than three sides. Later， 1 

will give you time to cut figures with three angles 

and see ifyou think this is true. 

There are two other types of angles: a pointy 

angle that is narrower than a right angle w hich is 

called acute， and an angle that is wider， or more 

open than a right angle， which is called obtuse. I'm 
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just telling you tbis because 1 10ve these names. 1 

tbink of one as a cute litt1e creatU1‘e， and the other 

as a fat 1azy creature. Later， when you are cutting 

out triang1es， you will find that a triang1e may have 

a right ang1e or an obtuse ang1e， but it cannot have 

both. And every triang1e has at 1east two acute 

ang1es 

Now， 1et's talk about the formula for finding the 

訂 eaof a triangle. The rule is the same for all 

triangles， but it is easiest to understand by 100king 

at a right triangle， one that has a right angle. Now， 

p1ease cut one of the corners off your paper. Make 

sure you cut in a straight line trom one side of the 

page to the other. That is a right triangle. Lay that 

piece on top of another corner of your paper and 

make an exact copy. In a moment， we will use these 

two litt1e triangles to discover w hy the formula for 

the area of a triangle comes 台omthe formula for 

the area of a rectangle. 

And what is the formula fo1' the a1'ea of a 

triangle? Jeanyoung? Yes， it is 1 Xh = a 01' one 

half length times height equals area， but with a 

triangle we call the length the base， so we say 

bh=a or one halfbases times height equa1s訂 ea.

Why does this wo1'k? Well， get those litt1e pieces 

you cut and put them together to fo1'm a rectangle. 

Hmmm， how can you do tbis? Yes， :Miko? You 1ay 

them with the right angles away f1'om each other. 

Right. In other words， line up the two slanted faces 

wbich you cut. You will see that tbis c1'eates a 

rectangle. 

The a1'ea of these two triangles is equal to the 

ぽ eaof the rectangle you made， and the a1'ea of the 

rectangle is equal to the base of one triangle times 

the height of oneなiangle.If the triangle is two 

inches on the base and three inches bigh， the 

rectangle is 2 by 3， and its a1'ea is 2 x 3 01' 6 squa1'e 

inches. The area of each triangle is exact1y one half 

of that， or b x h. 80 each廿iangleis of 2 x 3 or 

of 6 or 3 square inches. Coo1， huh? 

(2)百 eWater Cycle 

There's four main types of clouds. First is a 

Cumulus cloud， wbich is f1at on the bottom and 

h宣言onthe top. It 100ks like a group of pu母;wbite 

cotton balls in the sky. 80metimes a Cumulus cloud 

becomes a thundercloud， wbich gets dark in color 

and means rain may be falling. If tbis happens， we 

call tbis cloud Cumulonimbus. The third kind of 

cloud is the Cirrus cloud. 1 t 100ks light and swir1y in 

the sky. 80metimes Cirrus clouds are called 'horse 

tails' because they a1'e 10ng and hair-like. The 1ast 

main type is called the 8tratus cloud. Tbis cloud 

makes the sky 100ks like it is covered by a gray 

sheet. 80 100k out your window. Do you see one of 

these types of clouds outside? Is it a puffシ;wrute 

one? What would the pu時T，wrute one be called? 

Right! Cumulus cloud! 

Once the water has evaporated， or changed into a 

vaporous gas because the sun srunes on it and heats 

it up， it forms one of these cloud types. The cloud 

gets heavy with liquid. One small droplet of wate1' 

inside the cloud bumps into another droplet， and 

they join togethe1' to make an even bigger drop. This 

is called condensation. When theむopgets too 

heavy for the cloud to ho1d， it falls to the ground as 

a raindrop. You know， it takes about a million tiny 

droplets to make one drop of rain. 80metimes， rain 

falls ITom only one cloud. 80 it only rains in a small 

a1'ea. This is called a rain shower. During most rain 

showers， you can even see the sun shining! Have 

you ever seen a rainbow when it is still sprinkling 

outside? Most of the time， though， when it rains it 

comp1ete1y covers the sky above you. The water 

cycle is always happening in one form or another. 

( ~英語で授業を受けてみる[小学校編Jj より抜粋)

2.6中学3年生 (59期)チャレンジ学習:

advanced course 担当:平原麻子

本来、遅進者(slowlearners)対策として設定されて

いたチャレンジ学習だが、昨年度より「より高度な学

習内容j を望む生徒に対応するための講座も設けるこ

ととなった。

今年度の advancedcourseでは[語集力を増やす]

[リスニングカを伸ばすJ[自分の気に入っているもの

を人に薦めるスどーチをする][体系的に文法を学ぶ]

などの取り組みを行っているが、サイエンス関連の題

材としては次のようなものを扱った。
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η
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-テーマ:天文学

・呂標:CD宇宙に関する語棄を知る
②宇宙に関するまとまった話を関き、概要を

とらえる

③ r[人・物]が~するのに[時間〕かかるj

の文型を使えるようになる

-配当時間 2時間

・ハンドアウト作成時に利用した文献

小坂貴忘・ /J、坂洋子 (2005)Wアメリカの小学校教

科書で英語を学ぶ』ベレ出版

アメリカの小学校の理科用教科書をベースに授業を

組み立てたが、語葉をクイズ形式で覚える試みや、日

本語でよく知っている内容を英語で聴く練習などに対

して、生徒は楽しそうに取り組んでいた。

ある 1時間に用いたハンドアウトを紹介する。

く後掲饗料1を参照〉

2. 7高校1年(58期生)英語I 担当:寺田葱一

スピーチの指導はオーラノレコミュニケーション(2

単位)に任せており、英語 Iの授業で、は特に扱っていな

い。しかし、科学的な教材を授業に導入するよう心が

けてきた。そういった活動をまとめていきたい。

1学期に扱った科学的教材の例として、まず地球温

暖化に演するものとして、 Global陥 nning一品story;

Sαence and Politics (2007)の中のGreenhouseEffect 

に関する個所(Pp.15・16)を学期の初めに読んだ。次に

ノーベル平和賞を受賞した ALGore の An

hlCOll vel11ell t l}uthを扱った教材 OpenYour Eyes 

初 (~hlcollvelúentTruth'( Watching 1 (浜島書店)所

収)と、その原作AnInconvement Truthにある明lere

the YlSlng temperatures caused by greenhouse 

gases'(pp.46-47)を読んだ。

円台tching1には、‘SlowLife， Slow Food'という fast

foodに対抗する運動として'slowfood movement'を紹

介している。ディベートやディスカッションに発展し

うる内容の興味深い教材で、あった。

2.8高校1年生 (58期生)オーラル・コミュニケーシ

ヨン1 担当:鈴木文子

授業では、さまざまな authenticな題材を筒かせ、

また映画の利用により耳を鍛えている (Great 

Expecta tions，ゐneEyre，λ!ly Fai.r LadyとOxford

versionのretold版使用)。日常会話にはif節を伴わな

い仮定表現が頻出しており、映画はその実例を示すの

にも格好の教材である。また、 ALTとの協力により、

毎学期、自分の紹介したいことなどについて発表させ

ている。まず、発表内容が伺き手にわかるように事前

に原稿を提出し、当日は各倍人のスピーチ発表後に、

全員が原稿を見ながら ALTからより自然な表現への

修正を指摘してもらい 更に最終回にフィードパック

をする。

2学期は、開き手を巻き込むような工夫をしたスピ

ーチをさせた。科学分野に興味を持っている生徒が多

いので、自然と 88H関連の授業になっていくのが味

噌だ。次に、 ARise in Price of Orange J uiceという

発表の原稿を示す。(生徒の原稿のまま)

Have you ever drunl王thesepacks of juice? 1日記

them very much， especially orange juice. 801 often 

dr創立it. But when 1 bought a pack of it in May of 

this year， 1 was ve1'y surprised because it 1'ose in 

price suddenly. And 1 was very interested in this 

1'eason. Today I'm going to tell you about it. 

Why do you think it 1'ose? This reason is the 

growing demand for bioethanol. Bioethanol is a 

l王indof a1cohol which is made frol11 plant reSOUl'ces 

such as sugar cane or corn. And it is used as fuel. 

Nowadays the demand for it is increasing rapidly. 

'̂弓lY? There are two reasons. First reason is 

the sudden rise of the crude oil price. Now， 

bioethanol catches the attention of the world as the 

new fuel instead of oil. Second reason is the 

growing interest in global warming. When the 

plant of raw materials is growing， it absorbs carbon 

dioxide. 80 if we use bioethanol instead of oil， 

carbon dioxide of the world decreases and it has an 

effect on the prevention of global warming. 

Then， what kind of relations does it and the rise 

in price of the orange juice have? Please look at 

the graph. This graph shows the change of the 

cultivated acreage of sugar cane and oranges in 

Brazil. Brazil is very famous for the production of 

the oranges. We can unde1'stand two things仕om

this. First， in late years the cultivated acreage of 

sugar cane has increased. Second， the cultivated 

acreage of the orange has hovered around for a long 

time. The two things show that in Brazil， farmers 

who grew oranges come to grow sugar cane because 

of the growing demand for bioethanol. By this 
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change the c1'op of o1'anges dec1'eased， and the p1'ice 

of o1'anges 1'ose. So， o1'ange juice 1'ose in Japan. 

1 think that it is only pa1't of the damage which 

bioethanol does to us. 1n future， if the demand fo1' 

bioethanol inc1'eases mo1'e， many things， fo1' 

example wheat， will 1'ise. If it rises， many food， for 

example， b1'ead， noodle and cake， will rise too. And 

our凶ew出 bemuch damaged. 

1n this way bioethanol is very useful， but if the1'e 

is toom uch demand fo1' bioethanol， the price will 

rise and we way not be able to have enough food in 

future. 1 think that we should not only depend on 

bioethanol but also try to dec1'ease the frequency in 

use of ca1' and develop a fuel-efficient car. 

2. 9 高校2年生 (57期)英語E 担当:久保野雅史

1年次の教科書日1IcornEngh'sh Course 1 (文英堂)

の巻末にある Supplementa1'YReadingでは、 Ra舵che吐l 

Carson の『沈黙の春~ (ωS"i必le.白e臼印'nt正命争刀'rln￥g)の冨頭部分“1A 

Fable for r叩I日bmoωr1'工1'0¥再"1"が取り上げられていた。そこで、

春休みから 1学期前半にかけてRachelCa1'sonを中J心

に授業を組み立てた。ここでは、その概要を報告する。

2. 9. 1 高校1年3学期

Rachel Ca1'sonとはどのような人物なのか、次のよ

うな百科事典の引用を読ませることから始めた。

CARSON， RACHEL (1907帽1964)， was an 

American ma1'ine biologist and science writer. She 

wrote seve1'al books tha t reflect he1' lifelong inte1'est 

in the life of the seas and the seasho1'es. 

1n he1' w1'itings， Ca1'son st1'essed the inte1'1'elation 

of all living things and the dependence of human 

welfa1'e on natural processes. The Sea Ar・oundUs 

(1951) desc1'ibes the biology， chemist1'Y， geography， 

and histo1'Y of the sea. Silent Sp1'ing (1962) called 

public attention to the wasteful and dest1'uctive use 

of pesticides. 

Ca1'son warned that pesticides poison the food 

supply of animals and kill many bII・dsand fish. 

She pointed out that pesticides could also 

contaminate human food supplies. He1' a1'guments 

helped lead to 1'estrictions on the use of pesticides in 

manyp町 tsof the world. 

RachelIρuise Carson was bo1'n in Sp1'ingdale， Pa. 

She graduated from the Pennsylvania College fo1' 

Women in 1929 and 1'eceived a maste1"s degree from 

Johns Hopkins Unive1'sity in 1932. She wo1'ked for 

the United States Fish and Wildlife Se1'vice fo1' most 

ofhe1' adult life. 

(The協 IrldbookMult刀TIediaEncyclopedia) 

2.9.2 春休みの読書課題

環境保護の先駆者としてのRachelCa1'sonの生涯に

ついて、 Silent命rmg執筆を中心にまとめた教材に

BのTond((Silent今JT1ng刀(三友ネ:t)がある。これを、春

休みの読書課題とした。その中から、殺虫剤と食物連

鎖に関わる部分(Pp.14・5)を抜粋する。

This incident was the 1'esult of a food chain 

1'eaction. the ea1'th is五lledwith many di宜e1'ent
kinds of plants and animals. The plants depend 

upon sunlight for their life， fo1' sunlight contains 

ene1'gy， and allliving things need this ene1'gy to stay 

alive. Plants take the ene1'gy by eating the 

plant-eate1's. This way of passing ene1'gy along is 

called the food chain. 

Clea1' Lake， which lies in a血ountainouscounty 

some 90 miles no1'th of San F1'ancisco， had long been 

popula1' as a 1'eso1't. The name of the lake is 

“Clea1'，" but actually the water was rathe1' da1'k and 

muddy. Unfo1'tunately it was ideal fo1' a gnat to 

live in. The people who stayed on its shores of the 

1'eso1't we1'e bothe1'ed by this small丑yinginsect. 1n 

1949， a chemical called DDD， a close 1'elative of 

DDT， was chosen to be used against the gnats on 

the lake. The pesticide was made weake1' so that 

the1'e would be 70million pa1'ts of wate1' fo1' eve1'y 

pa1't of chemical. People supposed that the 

sp1'aying would do no ha1'm. The gnats soon 

disappea1'ed and the cont1'ol seemed to be 

successful. 

By 1954， howeve1'， the gnats had 1'eappea1'ed， and 

the DDD sp1'aying had to be 1'epeated. This time it 

was used with a 1'atio of 1 part of pesticide to 50 

m立lionparts of wate1'. The grants we1'e thought to 

be completely dest1'oyed. 

2.9.3 高校2年1学期の授業

Bθyond '<'silen t 命'ring'~こは、環境問題に関する重
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要表現が頻出する。それを授業で取り上げて、定着を

図った。こういった用語の中には、英和辞典の訳語を

読んだだけでは違いが分からないものも少なくない。

そういった場合には、英英辞典の定義を適支紹介しな

がら理解を深めた。 organとorgarusmの違いについ

て説明したプリントを、次に引用する。

くorganor organism ? > 

1.0xford 恥~dpowerDictionary 

organ 

. one of the parts inside your body that have a 

particular function 

orgamsm 

. a living thing， especially one that is so small that 

you can only see it with a microscope 

2. LOl1gmal1 Diction!l1ァofCOll temporaとvEnghsl1

organ 

. a part of the body， such as the heart 01' lungs， that 

has a particular purpose 

orgamsm 

. an animal， plant， human， or any othe1' living thing 

3. Co立insCOBUILD Enghsh Dicti0l181ア

. im organ is a pa1't of your body that has a 
pa1'ticular purpose or function， for example your 

heart or lungs. 

. i¥n organism is an animal 01' plan， especially one 

that is so small that you cannot see it without using 

a mlcroscope. 

また、 RachelCa1'sonがテレピ番組のインタビュー

で話している映像を見せてから、聞き取らせる活動も

行った。スクリプトを次に示す。

くRachelCarson on the Pesticide 8how> 

VVe have heard the bene五tsof pesticides. VVe 

have heard a great deal about their safety， but ve1'y 

little about the hazards， very little about the 

failures in the efficiencies. 

i¥nd yet the public was being asked to accept 

these chemicals， was being asked to acquiesce in 

their use， and did not have the whole picture. 801 

said about the 1'emedy there， the balance the1'e. 

たった 70語弱の中に、高校生にとって難しい単語が

頻出する。理数系の英語に慣れるためには、語委主力増

強がよ必要であることがよく分かる。概念として分かつ

ていることと英語の詩集力のギャップをし巾瓦に埋めて

いくか、これが発信力・理解力を伸ばすためのポイン

トとなるだろう。

2. 10 ~高校 2 年生 (57 期)英語立:

ディベート 担当:鈴木文子

基本的な授業の流れをく後掲資料2>に示す。

2.10.1 長期的な克通し

ディベートをするためには、 1年を通しての長期的

見通し・計画が重要である。

Teacl立ng-PlanのIVfこ示したように、1'esolutionの

決定、賛成意見の導入、意見交換の仕方(Exchanging

ideas)、const1'uctivespeechを行うための練習、反論

の仕方(refutingopinions and 1'ebuttals)など、遡ごと

にじっくりと仕込まなくてはならないα その上で、 7

-10避にかけて、 debateを行い、聞いている生徒は

audience sheet ~こ意見を開き取りまとめ、ブ iコアから

も意見を募るようにする。こうすることで、 Ij司き平も

漫然とはしていられず、発表者、聴衆、同}jが益する

ことになる。これも最終避に ALTによるブィードパ

ックと評価を行う。

生徒は、社会的・科学的分野での論争に興味関心を

持っているので、それをし 1かに英語で発話させるか、

がポイントである。実際に、生徒の原稿例く後掲資料

3>を見ていただくと分かるが、相当に良く書けてい
た。

3 まとめ

本校英語科教員による、実践報告は以上である。初

めに述べたように、共通のガイドラインは認識しなが

ら、個々の教員にあったスタイルで、実践していること

がjっかると思う O

ただし、今回の 88Hで、は異学年間の協力というこ

とも目標の一つになっており、それを考えると、各学

年での実践発表が、ただその学年の生徒間で終わるの

ではなく、他学年も共有できる場になるともっとよく

なると思う。例えば、高校2年生の発表を中学3年生

が聞くような機会がもしあれば、「高校の 2年間でこ

こまで出来るようになるのだ」という意味で大いに刺

激になるのではなし1かと思う。高校生のほうでは、下

級生にもわかるような詩集・構文で書くことを迫られ

ることになり、双方にとって得られるものがあると思

円
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われる。また、中学レベルでの科学的教材の開発はま

だ、十分具体化しているとはいえない。この 2点を、

次年度以降の課題としたい。

く参考文献>

安藤富雄， Michelle Potter (1997) Beyond aSilent 

命11'ingJ~ 三友社出版

Gore， Al(2007) All i刀conVlθ'lll'enttl'uth - the cl'isis 

。，fglobal wannl:刀g，Blooillsbury 
八宮孝夫他(2004)r数学・理科に関する口頭発表能力
の養成(1)一基礎資料の準備と具体的実践J~筑波大

学附属駒場論集第43集』

平原麻子(2004)r科学的内容に関する口頭発表能力の
養成(英諾科)J ~スーパーサイエンスハイスクーノレ

研究開発実焔報告審一平成 15(2003)年度一第 2年

次』

Ishu， Masahito(2007) Global 砂Tarming--Histo1"Y; 

Science and Politics，洋版

加藤;裕司他(2005)r数学・理科に関する口頭発表能力
の養成(2)-異体的実践例~筑波大学的属駒場論

集第44集』

久保野~1Ú史他(2006) r数学・理科に関する口頭発表能
力の養成(3)J~筑波大学ド付属駒場論集第 45 集』

寺田恵一(2006)r科学的内容に関する口頭発表能力の
養成(英語科)J ~スーパー・サイエンス・ハイスクー

ノレ研究開発実施報告書一平成 14年度(2002)年度

継続校』
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u
m
i
k
o
 
S
¥l
z
u
k
i
 

Ur
.
嗣
a
r
t
i
口
G
e
s
s
1
 (A
E
T)
 

P
L
A
N
 

T
E
A
C
H
工
N
G

，
 2
0
0
'1 

N
O
'l
e
f百
b
e
r

D
a
t
e
 

(
H
a
n
d
o
u
t
 
7)
 

時
島
町
〉

1
1
t
h
 
...
e
君
k

F
e
e
d
b
a
c
k
 
f
ロ
r
t
h
e
 
E
V
A
L
U
A
T
I
O
N
 

t
h
e
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
o
f
 
T
s
u
k
u
b
a
 

A
i
m
s
 
o
f
 
T
h
i
s
 
P
e
r
i
o
d
 
E
Y
A
L
U
A
T
I
O
N
 

1
0
 
e
n
c
o
u
r
a
g
e
 
s
t
u
d
日
n
t
s
t
o
 
e
x
c
h
a
n
g
e
 
i
d
e
a
s
 
a
n
d
 
d
e
b
a
t
e
 
a
 c
o
n
t
r
o
v
e
r
s
i
a
l
，
 

5
c
i
e
n
t
i
f
i
c
 
t
o
p
i
c
 

2r
J
r
e
n
S
e
n
i
o
r
 
H
i
g
h
 
S
c
h
o
o
l
 
a
t
 
K
o
m
a
b
a
，
 

C
l
a
s
s
:
 

g
 

田

O
u
t
l
i
n
e
 
o
f
 
L
e
s
s
o
n
:
 

1
 G
r
e
e
t
i
n
g
s
 

V
 

T
o
由
v
a
l
u
a
t
e
s
t
u
d
e
n
t
s
'
 
p
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e
 
o
f
 
c
o
n
v
e
y
i
n
g
 
a
 d
e
b
a
t
e
 

2
 

2
 O
e
b
a
t
e
 
(
F
o
r
m
a
t
 
i
s
 
i
n
f
o
r
m
a
I
.
)
 

R
邑
s
o
L
u
t
i
o
n
:
:
B
i
o
t
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
s
h
o
u
l
d
 
b
e
 
a
p
p
l
i
e
d
 
t
o
 
h
u
m
a
n
 
b
e
i
n
g
s
.
 

A
l
l
o
t
m
e
n
t
:
 

1
s
t
 
w
e
e
k
 
o
f
 
A
u
t
u
m
n
 
S
e
s
s
i
o
n
 

巳
x
p
l
o
r
i
n
g
c
o
n
t
r
o
v
e
r
s
i
a
l
 
s
u
b
j
e
c
t
 
t
i
t
l
e
s
 
o
n
 
s
c
i
e
n
t
i
f
i
c
 
t
o
p
i
c
s
 

T
h
i
n
k
i
n
g
 
o
f
 
r
e
s
o
l
u
t
i
o
n
s

叫
】
巴
(
H
a
n
d
o
u
t
1)
 

W
 

(
H
a
n
d
o
u
 t
 8
) 

一
ー
一
〉

D
e
b
a
t
e
 
F
o
r
m
a
t
 

A
f
f
i
r
m
a
t
i
v
e
 
C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
v
丹
S
p
e
e
c
h

N
e
g
a
t
i
v
e
 
C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
v
e
 
S
p
e
e
c
h
 

P
r
e
p
a
r
a
t
i
o
n
 
T
i
m
e
 

F
i
r
s
t
 
N
e
g
a
t
i
v
e
 
R
e
b
u
t
t
a
L
 
S
p
e
e
c
h
 

F
i
r
s
t
 
A
f
f
i
r
m
a
t
i
v
e
 
R
e
b
u
t
t
a
l
 
S
p
e
e
c
h
 

2
n
d
 
w
暗
e
k

l
n
t
r
o
d
u
c
i
n
g
 
t
h
e
 
i
d
e
a
s
 
o
f
 
d
e
b
a
t
e
 
in
 
f
a
v
o
r
 
o
f
 
t
h
e
 
r
e
s
o
l
u
t
i
o
n
:
 

S
h
o
u
l
d
 
c
r
o
s
s
-
s
p
e
c
i
e
s
 
t
r
a
n
s
p
l
a
n
t
s
 
b
e
 
b
a
n
n
巴
d
?
白
山
町
(
H
a
n
d
o
u
t
2)
 

3
r
d
 
w
a
e
k
 

W
e
i
g
h
i
n
g
 
a
n
 
a
r
g
u
m
e
n
t
 
o
n
 
In
 
V
i
t
r
o
 
F
e
r
t
i
l
i
z
a
t
i
o
n
:
 

!
S
h
o
u
l
d
 
s
u
t
r
o
g
a
t
e
 
m
o
t
h
e
r
h
o
o
d
 
b
e
 
a
l
l
o
w
e
d
?
 
一
ー
一
〉

z m l  
P
r
e
p
a
r
a
t
i
o
n
 
T
i
m
e
 

C
O
n
l
y
 
u
s
e
d
 
if
 
f
u
r
t
h
e
r
 
d
i
s
c
u
s
s
i
o
n
 
i~

 
n
e
e
d
巴
d
t
o
 
c
o
n
t
i
n
u
日
t
h
e
d
e
b
a
t
e
.
 )
 

(
H
a
ll.
d
o
u
t
 
3
A
!
3
B
)
 

4
t
h
 
lV
e
e
k
 

E
x
c
h
a
n
g
i
n
g
 
i
d
自
a
s
a
b
o
u
t
 
E
x
p
l
o
r
i
n
g
 
S
p
a
c
e
 

B
r
a
i
n
s
t
o
r
m
i
n
g
 
r
e
a
s
o
n
s
 
w
h
i
c
h
 
s
u
p
p
o
r
t
 
t
h
e
 
r
e
s
o
l
u
t
i
o
n
 

刊
一
一
(
H
a
n
d
o
u
t
4)
 

S
e
c
o
n
d
 
N
e
g
a
t
i
v
e
 
R
e
b
u
t
t
a
l
 
S
p
e
e
c
h
 

S
c
c
o
n
d
 
A
f
f
i
r
m
白
t
i
v
e
R
e
b
u
t
t
日
1
S
p
e
e
c
h
 

3
 C
o
m
m
e
ll.
t
s
 
f
r
o
m
 
t
h
e
 
s
t
u
d
e
n
t
s
 
j
u
d
g
e
s
 
i
n
 
t
h
e
 
a
u
d
i
e
n
c
c
 

S
t
u
d
邑
n
t
s
f
i
L
l
 
i
n
 
t
h
c
 
a
u
d
i
c
n
c
e
 
s
h
e
e
t
.
 

一
均
一
(H
an
do
ll
t
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5
t
h
 
we

e\
~ 

P
r
a
c
t
i
c
i
n
g
 
g
i
v
i
n
g
 
C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
v
e
 
S
p
e
e
c
h
 
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
s
 

i
o
 
f
a
v
o
r
 
o
f
 
t
h
e
 
r
e
s
o
l
u
t
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n
 ・
S
m
o
k
i
n
g
s
h
o
u
l
d
 
b
e
 
b
a
n
n
e
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ー
ー
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(
H
a
n
d
o
u
t
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S
t
u
d
e
n
t
s
 
g
i
v
e
 
t
h
e
i
r
 
o
w
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o
p
i
n
i
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n
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p
r
o
/
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o
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S
t
u
d
e
n
t
s
 
j
u
d
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c
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n
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n
c
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4
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o
m
e
 
o
f
 
i
d
e
a
s
 
a
b
o
u
t
 
b
i
o
e
t
h
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n
o
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f
r
o
m
 
a
n
 
AE
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(
I
f
 
t
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m
e
 
p
e
r
m
i
 t
s.
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6
t
h
 
w
e
e
k
s
 

P
r
a
c
t
i
c
i
n
g
 
r
e
f
u
t
i
n
g
 
o
p
i
n
i
o
n
s
 
a
n
d
 
r
e
b
u
t
t
a
L
s
 

io
 
f
a
v
o
r
 
o
f
 
t
h
e
 
r
e
s
o
l
u
t
i
o
n
 

S
h
o
u
l
d
 
V
i
o
l
e
n
t
 
y
o
u
t
h
s
 
b
e
 
p
u
n
i
s
h
e
d
 
m
o
r
e
 
h
a
r
s
h
l
y
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早
司
戸
(
H
a
n
d
o
u
t
6)
 

5
 C
o
n
c
l
u
d
i
n
g
 
r
e
m
a
r
k
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高
2
de
ba
te
の
ス
ぜ
ー
チ
例

Or
al
 C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
 S
cr
ip
t 
“
P
r
o
"
 

Or
al
 C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
 S
cr
ip
t 
"
C
o
n
"
 

同 ω、 吋

H
e
lJ
o
，
 ev
e
r
γ
o
n
e
 

T
o
d
a
y
 t
he
 
re
so
lu
ti
on
 
i
s
υ
h
u
m
a
n
 
cl
on
in
g 
sh
ou
ld
 
b
e
 
b
a
n
n
e
d
"
 
a
n
d
 
1. 
co
ns
id
er
in
g 
th
e 
et
hi
ca
l 

p
r
o
b
i
e
m
s
，
 st
ro
ng
iy
 s
up
po
ci
 t
hi
s 

re
sü

ll
l~

io
n.

 1
 h
a
V
t: 
th
re
e 
re
品
S(
jn
s.

M
y
 fi
rs
t 
1古
田
o
n
Is 
th
e 
hi
gh
 f
ai
lu
re
 
r
a
t
e
o
f
 c1
0n
in
g 
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t.
s. 
Re
su
lt
s 
s
h
o
w
 t
ha
t 
th
e 
su
cc
es
s 
ra
te
 

of
 c
lo
ni
ng
切
er
im
e
山
r
a
n
g
e
fr
om
 O
.
l
p
e
r
c
e
川
to
3p
er
ce
nt
，
 m
e
a
n
i
n
g
 t
ha
t 
on
ly
 
1
 to
 
3
0
 c
l
o
n
e
s
a
r
e
 

sl
lc
ce
ss
fu
ll
y 
m
a
d
e
 o
ut
 o
f
 l
OO
Oe
xp
ri
me
nt
s.
 
Th
is
 p
ro
ve
s 
cl
on
in
g 
ex
pe
ri
me
nt
s 
as
 
bo
th
 i
ne
f 百
ci
en
t
a
n
d
 

e
x
t
r
e
m
e
l
y
 e
xp
en
si
ve
. 

M
y
 s
e
c
o
n
d
 r
ea
so
n 
is 
p
r
o
b
l
e
m
s
 d
ur
in
g 
la
te
r 
d
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t. 
C
l
o
n
e
d
 a
ni
m
aJ
s
 te
l!
d
 to
 
h
a
v
e
 d
a
m
a
g
e
d
 

i
m
m
u
n
e
 
fu
nc
ti
on
s
，
 hi
gh
巴
r
ra
te
 
of
 
in
fe
ct
io
ns
，
 t
u
m
o
r
s
，
 ar
id
 
ot
he
r 
he
al
th
 
pr
ob
le
ms
. 
AJ
so
，
 a
b
o
u
t
 

3
U
p
e
r
c
e
n
t
 o
f 
th
e 
cl
on
es
 a
re
 m
u
c
h
 b
i
g
g
e
r
 at
 
bi
rt
h 
th
却
n
o
r
m
aJ
.
Th
is
 i
s 
ca
ll
ed
 
th
e 
“L
a
r
g
e
 O
ff
sp
ri
ng
 

S
y
n
d
l、
o
m
e
(
L
O
S
)
"
.
 
C
l
o
n
e
s
 w
it
h 
L
O
S
 h
a
v
e
 a
b
n
o
r
m
a
Il
y
 la
rg
e 
or
ga
ns
 
w
h
i
c
h
 c
an
 
le
ad
 
to
 
br
ea
th
in
g
，
 

b
l
o
o
d
 f
lo
w
，
 an
d
 o
t
h
e
r. 
pr
ob
le
rr
is
. 
B
e
c
a
u
s
e
 o
f 
th
es
e 
he
al
th
 
di
so
rd
er
s
，
 mo
s
t
 c
lo
ne
d 
an
im
al
s 
di
e 
at
 
an
 

ex
ce
pt
io
na
ll
y 
ea
rl
y 
ag
e.
 
T
h
e
s
e
 t
hi
ng
s 
ar
e 
e
x
p
e
c
t
e
d
 i
n 
h
u
m
a
n
 c
lo
ni
ng
，
 to
o.
' 

T
h
e
 p
r
o
b
l
e
m
s
 d
ur
in
g 
g
r
o
w
t
h
 i
nc
lu
de
 n
o
t
 o
nl
y 
ph
ys
ic
aJ 
pr
ob
l
邑
m
s
bu
t 
al
50
 
me
nt
al
 p
ro
bl
em
s.
 A
s
 

cl
on
in
g 
ex
pe
ri
me
nt
s 
h
a
v
e
 b
e
e
n
 c
o
n
p
u
c
t
e
d
 o
n
 C
O
W
5
 a
n
d
 m
i
c
e
 a
n
d
 n
ev
er
 o
n
 h
u
m
a
n
 b
ei
ng
s
，
 
sc
ie
nt
is
ts
 

at
-e
 
no
t 
su
re
 w
h
a
t
 i
m
p
a
c
t
 c1
0n
in
g 
w
o
u
l
d
 h
a
v
e
 0
n
 m
en
la
! 
d
e
v
e
!
o
p
m
e
n
t
.
 M
e
n
t
a
l
 h
ea

lt
~ 
is.
 
es
se
nt
ia
l 
fo
r 

h
e
a
l
t
h
y
 h
U
m
8J
l
 be
in
gs
'.
 
W
e
 m
u
s
t
 s
ol

~e
 t
hi
s 
p
r
o
b
l
e
m
 m
u
s
t
 b
e
 s
ol
ve
d 
be
fo
re
 h
u
m
a
n
 c1
0n
in
g 
is 
al
lo
we
d.
 

M
y
 th
ir
d 
r
e
a
s
o
n
 i
s 
fa
mi
ly
. 
Ch
il
dr
en
 b
o
m
 fi
'o
m 
na
tu
ra
l 
fe
rt
il
iz
at
io
n 
h
a
v
e
 g
e
n
e
s
介
o
m
bo
th
 t
he
ir
 

m
o
t
h
e
r
 a
n
d
 f
at
he
r
，
 bu
t 
cl
on
ed
 h
u
r
n
a
n
s
 a
re
 
a
 pe
rF
ec
l 
ge
ne
ti
c 
CO
py
. 
W
ilI 
th
e 
pa
re
nt
s 
ta
ke
 
ca
re
 
of
 

t
h
e
m
 a
s 
th
ei
r 
re
al
 
ch
il
d?
 
T
h
e
 q
ue
st
io
n 
re
ma
in
s.
 A
l
so
，
 it 
is 
h
a
r
d
 t
o 
im
ag
in
e 
w
h
a
t
 t
h
e
y
 w
o
u
J
d
 f
ee
l 

w
h
e
n
 t
h
e
y
 r
ea
li
ze
 t
ha
t 
t
h
e
y
 w
e
r
e
 a
c
t
u
a
lJ
y
 c1
on
es
. 

S
o
，
 th
is
 
is 
w
h
y
 1
 fe
el
 t
ha
t 
h
u
m
a
n
 c
lo
ni
ng
 i
s 
un
et
hi
ca
l 
a
n
d
 i
rr
es
po
ns
ib
le
 a
n
d
 t
he
re
fo
re
 s
ho
ul
d 
be
 

b
a
n
n
e
d
.
 T
h
a
n
k
 y
o
u
 f
or
 Ji
st
en
in
g.
 

He
ll
o
巴
ve
lγ
on
e.

T
h
e
 r
es

ol
~t

io
n 
to
da
y 
is 
“
h
u
m
a
n
 c
lo
ni
ng
 s
ho
ul
d 
b
e
 b
an
ne
d'
l.
ん
id
1，
 ac
co
rd
in
g 
to
 
va
ri
ou
s 
r
e
a
s
o
n
s
，
 

a
m
 s
tr
on
gi
y 
ag
al
ll
st
 
it. 

Pi
rs
t
，
 h
u
m
a
n
 c
lo
ni
ng
 c
叩
he
lp
in
fe
rt
il
e 
co
up
le
s 
w
h
o
 c
an
no
t 
h
a
v
e
 c
hi
ld
re
n.
 S
o
m
e
 p
eo
pl
e 
es
ti
ma
te
 

th
at
 
le
ss
 
th
an
 
lO
pe
rc
en
t 
of
 c
ur
re
[1
t 
in
fe
rt
il
it
y 
tr
ea
tm
en
ts
 a

r芭
巴
仔
ec
t~
ve
.
Co
ns
id
er
in
g 
th
e 
pb
ys
ic
al
ly
 

a
n
d
 
em
ot
io
na
ll
y 
pa
in
fu
l 
p
r
o
c
e
d
u
r
e
s
 
th
at
 
th
e
白
c
o
u
p
J
e
w
o
u
l
d
 
h
a
v
e
 
to
 
g
o
 t
hr
ou
gh
. 
fo
r 
su
ch
 
a
 sm
al
l 

c
h
a
n
c
e
，
 h
u
m
a
n
 c
lo
ni
ng
 m
a
y
 b
e
 a
 br
ea
J<
th
ro
ug
h.
 A
d
o
p
t
i
n
g
 c
hi
ld
re
n 
is
 
on
e 
w
a
y
 t
o 
so
lv
e 
th
e 
p
r
o
b
l
e
m
 

b
u
t
 
ad
op
te
d 
ch
il
dr
en
 
ar
e 
no
t 
ge
ne
ti
ca
JJ
y 
re
la
t
巴
d
to
 
th
ei
r 
pa
re
nt
s.
ト
l
u
m
a
n
cl
on
in
g 
ca
n 
pr
ov
id
e 

pa
r
巴
nt
s
wi
th
 t
he
 e
xp
er
ie
nc
e 
of
 r
ai
si
ng
 
a
 bi
ol
og
ic
al
ly
 r
el
at
ed
 c
hi
ld
 

S
e
c
o
n
d
，
 h
u
m
a
n
 c
lo
ni
ng
 w
o
u
l
d
 e
na
bl
e 
a
 p
e
r
s
o
n
 
to
 
cl
on
e 
s
o
m
e
o
n
e
 w
h
o
 h
as
 s
pe
ci
aJ
 
m
e
a
n
i
n
g
 t
o 

t
h
e
m
 s
uc
h
回
a
de
ce
as
ed
 c
hi
ld
. 
Pe
op
le
 a
ga
in
st
 c
lo
ni
ng
 s
ay
 t
h
品
t
re
pl
ac
i
l)
g
 th
e 
d
e
a
d
 c
hi
ld
 w
it
h 
a
 cl
on
e 

d
e
g
r
a
d
邑
s
~
d
 d
e
h
u
m
a
n
i
z
e
s
 t
he
 c
hi
Jd
. 
'T
h
e
y
 n
e
e
d
 t
o 
un
de
ts
ta
nd
 t
ha
t 
cl
on
in
g 
is 
no
t 
a
 w
a
y
 t
o 
re
pl
ac
e 

th
e 
c
h
iI
d
 bu
t 
ra
th
母
r
a
 w
a
y
 t
o 
cr
ea
te
 
a
 co
mp
le
te
iy
 d
i
民
re
nt
in
di
vi
du
al
 w
it
h 
th
e 
s
a
m
e
 g
en
es
. 
l' 
m
 s
ur
e 

pa
re
nt
s 
w
o
u
l
d
 l
ov
e 
a
n
d
 c
ar
e 
fo
r 
a
 c1
0
n
e
d
 c
hi
ld
出
t
h
e
y
w
o
u
l
d
 f
or
 
a
n
y
 o
th
er
.c
h
i!
d.
 
T
h
e
 cl
on
ed
 c
hi
ld
 

w
o
u
l
d
 h
el
p 
th
e 
pa
re
nt
s 
ge
t 
o
v
e
r
 t
he
 1
05
5.
 

T
h
ir
d
，
 b
a
n
n
i
n
g
 h
u
m
a
n
 
cl
on
in
g 
w
o
u
l
d
 
pu
t 
a
 st
op
 
to
 
me
di
ca
l 
a
d
v
a
n
c
e
m
e
n
t
s
，
 
B
a
n
n
i
n
g
 
h
w
n
a
n
 

ci
on
in
g 
is 
li
ke
ly
 t
o 
le
ad
 t
o 
th
e 
ba
nn
in
g 
of
 r
es
ea
rc
h 
cl
on
in
g
，
 B
u
t
 c1
0n
in
g 
te
ch
no
Jo
gi
es
 a
re
 c
ru
ci
aJ
お
r

m
を
di
ca
l
tr
ea
tm
en
ts
 i
n 
th
を
抗
Jt
ur
e.
W
i
t
h
 t
hi
s 
n
e
w
 t
e
c
h
n
o
l
o
g
y
，
 do
ct
or
s 
c
a.n 
p
r
o
d
u
c
e
 b
o
n
e
，
 ti
ss
ue
，
 fa
に

じ
む
ti
la
ge
，
a
n
d
 
et
c 
wi
th
ou
t 
wo
rr
yi
ng
 
a
b
o
u
t
 
ir
ru
nu
ne
 
re
je
ct
io
ns
. 
It 
m
a
y
 b
e 
po
ss
ib
l
告
to
 
re
st
or
e 

a
m
p
u
t
a
t
e
d
 J
im
bs
. 
Sc
ie
nt
is
ts
 
al
so
 b
el
ie
ve
 
th
at
 
re
se
ar
ch
 c
lo
ni
ng
 w
o
u
J
d
 e
ve
nt
ua
JJ
y 
le
ad
 
to
 
cu
re
s 
fo
r 

m
a
n
y
 d
is
e
お
む
in
cl
ud
in
g
le
uk
em
ia
，
 ca
n
c
e
r
，
 a
n
d
 s
pi
na
l 
co
rd
 i
nj
ur
y.
 
O
n
e
 d
oc
to
r 
e
v
e
n
 s
ta
te
d 
th
at
 
it 

m
i
g
h
t
 b
e
 p
qs
si
bi
e 
to
 r
ev
er
se
 t
he
 a
gi
ng
 p
ro
ce
ss
 b
y
 r
es
ea
rc
hi
ng
 c
lo
ni
ng
，
 

T
a
k
i
n
g
 t
he
se
 t
hi
ng
s 
in
to
 a
cc
ou
nt
，
 1
 be
li
ev
e 
h
u
m
如
cJ
on
in
g
sR
ou
ld
 n
ot
 b
e
 b
a
n
n
巴
d.
T
h
a
n
k
 y
ou
. 
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